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​固定資産の譲渡に伴う特別利益の計上および​
​のれんの一時償却に伴う特別損失の計上に関するお知らせ​

​当社は、2026年３月期連結会計年度（2025年４月１日～2026年３月31日）において、下記の​
​とおり特別利益および特別損失を計上いたしましたのでお知らせいたします。​

​記​

​１．特別利益（固定資産の譲渡）の計上について​
​　当社の連結子会社であるヤマト運輸株式会社、ヤマトシステム開発株式会社は、バランス​
​シート・マネジメントの一環として、下記の固定資産を譲渡することにより、2026年３月期​
​連結会計年度において特別利益を計上することとなりました。概要は下記のとおりです。​

​　（１）譲渡する固定資産：ヤマト運輸株式会社保有の港南ビル、​
​　　　　　　　　　　　　　ヤマトシステム開発株式会社保有の東陽町オフィス　他 14件​
​　（２）固定資産売却益：18,083百万円​

​　当該売却益の額は、個別には当社の適時開示基準に該当いたしませんが、2026年３月​
​期通期業績に与える影響を鑑み、お知らせするものであります。​

​２．特別損失（のれんの一時償却）の計上について​
​　（１） 関係会社株式評価損の計上（個別）​

​　当社が保有する連結子会社である株式会社ナカノ商会の株式について、実質価額が著​
​しく下落したため、同社株式について、関係会社株式評価損として15,547百万円を特別​
​損失に計上しております。​

​　（２） のれんの一時償却（連結）​
​　個別財務諸表における関係会社株式評価損の計上に伴い、連結財務諸表においては、​
​同社に係るのれんの未償却残高について一時償却し、のれん償却額として13,434百万円​
​を特別損失に計上しております。なお、個別財務諸表における関係会社株式評価損は、​
​連結財務諸表上では相殺消去されております。​

​３．業績に与える影響​
​　上記の特別利益および特別損失につきましては、本日公表いたしました「2026年３月期決​
​算短信〔日本基準〕（連結）」に反映しております。​

​以　　上​


